
 

 

 

 

 

 

 朝晩が徐々に涼しくなり，ようやく秋を感じさせる季節となりました。この１学期，子供たちは学校行事をはじめと

するあらゆる場面で中心となって活動し，学校を支える働きを見せてきました。ひたむきに日々の学校生活を頑張

っている様子や，最高学年としての自覚をもち，下級生に優しく接する姿から，子供たちの成長を感じます。 

秋休みには，気持ちの切り替えをしっかりと行い，２学期に備えてもらいたいと思います。運動会に向けての練習

も始まります。小学校最後の大きな行事に向け，よい準備をしていけるよう，ご家庭でもご協力をお願いいたします。 

 

 

 

１(火) 安全点検 清掃強化日② 

 ２(水) ふれ T：縦割り班交流⑥ ALT来校 ICT 支援員来校 

 ３(木) 委員会⑥ 蔵書点検（～10/21） ALT 来校 

 ４(金) ふれあい文化教室（津軽三味線）5･６年 2･３校時 PTA企画・運営委員会⑤ 

 ７(月) 第 22 週 B 防犯教室④高学年 ICT支援員来校 

 ８(火) 児童集会④（放送・環境） 

 ９(水) オープンスクール ALT 来校 

１０(木) SC 来校 地域学校園あいさつ運動 

１１(金) 第 1 学期終業式 金曜日課５ 一斉下校 

１４(月)スポーツの日 

１５(火)・１６(水) 学期間休業 

１７(木) 第 23 週 A 第 2 学期始業式 通常日課５ 一斉下校 ALT 来校 

１８(金) 身体計測 

２１(月) 第 24 週 B ミシンボランティア 2・3 校時 ICT支援員来校 

「スマホ・ケータイ宮っ子ルール徹底週間」～２７日 

２３(水) ふれ T：学級内交流⑨ ALT来校 ノースマホ・ノーゲームデー 

２４(木) おにぎりの日 クラブ⑧ 

２５(金) ゆめポケット⑥ リフレッシュデー 

２８(月) 第 25 週 A4 ICT支援員来校 

２９(火) 陸上競技大会 

３０(水) ふれ T：運動会全体練習① ALT 来校 

３１(木) 委員会⑦ ALT 来校 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瑞穂野北小学校 

第 6学年 

学年だより 

Ｒ６. ９. ３０ 

★お願い・お知らせ 
 ☆通知票について 
通知票は，学校におけるお子さんの学習・生活の様子などについてお知らせするものです。一人一人のお子

さんのよい面を伸ばし，健やかな成長のために役立てていただきたいと思います。次の点に注意してご活用くだ

さい。 

◎お子さんの頑張りの様子を示す，一つの目安としてください。 

◎学習や生活の記録・様子と関連させ，お子さんの長所や努力した点をほめてあげた上で，今後頑張るべき点

を話し合い，励ましてあげてください。 

 

☆学期間休業・始業式について 

10 月１２日（土）～１６日（水）の５日間のお休みの後，２学期がスタートします。短い学期間休業ですが，１学

期の振り返り２に学期の準備と，子どもたちにとってよい時間になればと思います。運動会の準備も始まってき

ますが，６年生は競技に運営に慌ただしい１０月になることと思います。涼しくなってはきたものの，体調管理や

水分補給等のサポートをよろしくお願いいたします。 

GIFT 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６年生奮闘記 
前半戦まもなく終了！ 

9 月はいじめゼロ強調月間でした。 

代表委員会主催のいじめゼロ集会では，劇で

いじめや煽りなど，言葉について考えるきっかけ

作りをしました。また，図書委員会も，各学年への

読み聞かせを行うことで，同様にいじめについて

考える機会を作りました。 

●卒業に向けて，はじめの一歩。いよいよ動き出します！ 

◎10/9（水）オープンスクール・卒業制作 

  今年度も例年に倣い，体育館東側の壁面に埋め込むレリーフ作り（益子焼絵付け）を実施します。卒業準備

委員さんのご協力のもと，オープンスクールでの実施になります。９月末には，子供たちに下絵描きを課しま

した。一生残るものですので，おうちの方ともご相談の上で構想していただければと思います。また，絵付け

当日は，特別な薬品が入った塗料を扱います。汚れてもよい服装で参加するようよろしくお願いいたします。 

稲刈りをしました。６回目ともなるとずいぶん手

際もよくなり，スムーズに実施することができまし

た。しかし，何をするにも「小学校最後の」が枕詞

になっていく学校行事。少し寂しさもあったりして。 

国語「その修飾は，どこにかかるの？」 

日本語ってややこしいですね。一文が長かったり語順が変

だったりすると，微妙に意味が変わってしまうことがあります。

今回は語句の修飾・被修飾の関係から，「分かりやすく伝わ

る文章にするには，どんな工夫が効果的なのか？」を，子供

たちに黒板を開放してみんなで考えました。写真に映らない

ところでも，小グループでそれぞれが話し合って何とかしよう

としています。みんながちょっと前のめりな時間でした。 


